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言
作
者
並
木
正
三
伝
の
周
辺
廣
瀬
千
子
は
じ
め
に
一
並
木
正
三
の
追
善
戯
作
二
『
並
木
正
三
一
代
噺
』
の
作
者
と
板
元
三
十
三
回
忌
正
三
追
善
本
読
会
四
本
読
会
に
集
う
人
々
五
富
山
捲
足
と
並
木
正
三
十
八
世
紀
半
ば
の
大
坂
道
堀
に
生
ま
れ
育
ち
、
四
四
年
の
生
涯
に
一
〇
〇
作
以
上
の
作
品
を
書
い
た
狂
言
作
者
の
逸
材
、
並
木
正
三
の
伝
記
は
、
上
演
歴
を
ま
と
め
て
、
そ
の
十
三
回
忌
の
天
明
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
並
木
正
三
一
代
噺
』
に
詳
し
い
。
い
っ
ぽ
う
、
同
じ
く
十
三
回
忌
追
善
に
同
業
の
作
者
た
ち
が
催
し
た
「
正
三
述
作
の
狂
言
」
の
本
読
み
会
の
番
組
に
は
『
穴
意
探
』
の
作
者
近
松
東
南
、
当
時
の
俄
の
名
手
、
富
山
足
ら
の
名
前
が
見
え
る
。
い
わ
ゆ
る
大
阪
騒
壇
の
一
類
と
お
ぼ
し
き
人
々
で
、
正
三
と
は
俄
の
同
好
の
友
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
『
一
代
噺
』
に
「
入
我
園
主
人
」
が
序
文
を
寄
せ
た
の
も
ま
た
、
俄
の
縁
で
、
正
三
の
『
大
坂
神
事
揃
』
は
、
ま
さ
に
俄
を
趣
向
に
し
た
傑
作
で
あ
っ
た
。
足
に
つ
い
て
多
く
は
未
詳
だ
が
、
明
和
七
年
刊
『
雷
子
改
足
改
名
祝
賀
句
集
』（
仮
題
）
に
は
足
を
称
え
る
正
三
の
句
が
知
友
五
六
人
中
、
別
格
で
入
集
す
る
。
こ
こ
に
窺
え
る
の
は
、
道
堀
の
賑
わ
い
の
中
で
粋
人
た
ち
と
遊
ぶ
正
三
の
姿
で
あ
る
。
正
三
伝
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
で
あ
ろ
う
。
72
は
じ
め
に
狂
言
作
者
並
木
正
三
は
、
享
保
一
五
年
（
一
七
三
〇
）、
大
坂
道
堀
に
生
ま
れ
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）、
同
地
で
四
四
歳
の
生
涯
を
終
え
た
。
正
三
に
つ
い
て
の
伝
記
的
な
著
作
は
、
正
三
の
十
三
回
忌
に
あ
た
る
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
一
一
月
刊
『
並
木
正
三
一
代
噺
』
が
最
も
早
く
、
か
つ
当
時
と
し
て
は
最
も
詳
し
い
。
江
戸
時
代
に
は
本
書
を
引
用
し
た
演
劇
書
を
見
か
け
る
が
、
近
代
に
お
い
て
も
、
一
九
四
〇
年
代
ま
で
に
著
さ
れ
た
伊
原
敏
郎１
）
、
守
隨
憲
治２
）
、
河
竹
繁
俊３
）
ら
の
正
三
伝
は
、
お
お
む
ね
本
書
に
依
拠
し
て
い
る
。
い
わ
ば
『
並
木
正
三
一
代
噺
』
は
、
長
ら
く
正
三
伝
の
定
番
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
新
た
な
動
き
が
生
じ
、
土
田
衛
「
近
世
の
大
阪
歌
舞
伎
四
、
熟
の
大
阪
歌
舞
伎
｜
並
木
正
三
と
舞
台
機
構
の
改
革
」（
毎
日
放
送
文
化
双
書
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『
大
阪
の
芸
能
』
所
収
。
一
九
七
三
）、
守
屋
毅
「
大
坂
の
劇
団
と
そ
の
動
向
五
節
３
、
文
運
東
漸
期
の
歌
舞
伎
」（『
大
阪
府
史
』
６
巻
、
一
九
八
七
）
が
、
一
八
世
紀
大
坂
の
都
市
史
、
芸
能
史
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
正
三
の
事
跡
を
位
置
づ
け
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
一
九
九
一
年
、
土
田
衛
氏
に
よ
っ
て
「
並
木
正
三
年
譜
考
上
・
下
」（『
歌
舞
伎
研
究
と
批
評
』
７
・
８
号
、
一
九
九
一
年
六
月
・
一
九
九
二
年
一
月
。
以
下
「
年
譜
考
」
と
略
す
）
が
編
ま
れ
る
に
及
ん
で
、
正
三
伝
は
大
き
く
一
変
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
年
譜
考
」
で
は
、『
並
木
正
三
一
代
噺
』
が
掲
げ
る
上
演
歴
の
先
行
研
究
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
能
う
限
り
、
番
付
・
絵
尽
・
台
帳
・
評
判
記
、
そ
の
他
の
関
連
資
料
な
ど
、
同
時
代
の
一
次
資
料
を
根
拠
と
し
て
、
す
べ
て
の
記
事
が
検
証
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
現
在
、
正
確
か
つ
詳
細
な
年
譜
と
し
て
、
こ
の
「
年
譜
考
」
を
越
え
る
も
の
は
な
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
『
並
木
正
三
一
代
噺
』
の
記
述
に
齟
齬
が
あ
る
の
は
や
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
に
は
訂
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
ま
た
、
検
証
可
能
な
記
事
に
つ
い
て
は
、
本
書
に
確
た
る
裏
付
け
を
与
え
た
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
土
田
氏
に
よ
る
「
年
譜
考
」
の
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
と
い
え
る
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
い
え
ば
、
上
演
歴
に
は
表
れ
な
い
正
三
の
一
面
も
、
も
ち
ろ
ん
あ
り
、
そ
れ
は
、
正
三
を
モ
デ
ル
と
し
た
浮
世
草
子
や
、
歿
後
の
追
善
戯
作
の
類
に
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
姿
が
直
ち
に
作
劇
に
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
が
、
正
三
の
事
跡
の
全
容
を
知
る
一
助
と
し
て
、
目
を
向
け
て
お
き
た
い
。
以
下
、
文
中
の
（
）
は
廣
瀬
。
一
並
木
正
三
の
追
善
戯
作
正
三
の
在
世
中
の
名
声
は
、
役
者
評
判
記
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
が
、
特
筆
す
べ
き
は
、
正
三
の
芝
居
が
注
目
を
浴
び
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
か
く
上
方
で
は
、
役
者
の
陰
に
隠
れ
が
ち
な
作
者
の
存
在
に
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関
心
が
及
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
安
永
二
年
（
一
七
七
四
）
三
月
刊
『
役
者
清すみ
濁にごり』
京
の
巻
に
、
い
ち
早
く
訃
報
が
載
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
歿
後
に
は
追
善
戯
作
が
い
く
つ
か
著
さ
れ
て
い
る
の
が
際
立
つ
。
い
ず
れ
も
、
す
で
に
紹
介
し
た
も
の
で
は
あ
る
が４
）
、
題
名
だ
け
を
あ
げ
る
と
、
そ
の
一
は
、
冥
途
物
語
の
浄
瑠
璃
で
、
安
永
二
年
七
月
、
北
堀
江
市
ノ
側
芝
居
、
豊
竹
此
吉
座
上
演
『
南
無
三
宝
╱
正
参
追
善
╱
極
楽
往
来
蓮
寄
初
ごくらくおうらいはちすのよりぞめ
』（
豊
竹
此
太
夫
、
豊
竹
綱
太
夫
）、
正
本
屋
小
兵
衛
板
、
作
者
若
竹
笛
躬
の
正
本
。
二
は
、
年
次
不
明
の
写
本
『
並
木
正
三
冥
途
旅
立
』。
三
は
、
無
刊
記
の
板
本
『
並なみ
木き
正
しょう
三ざ
不もど
戻らぬ
噺ばなし
』。５）
四
は
、
天
明
五
年
二
月
、
正
三
の
十
三
回
忌
追
善
本
読
会
の
摺
物
で
、『
並
木
正
三
╱
述
作
之
狂
言
追
善
之
本
読
廿
三
日
╱
廿
四
日
両
夜
番
組
』。
五
は
、
同
じ
く
十
三
回
忌
に
刊
行
さ
れ
た
正
三
の
一
代
記
、『
並
木
正
三
一
代
噺
』
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
絵
尽
し
の
体
裁
を
と
っ
た
役
者
の
追
善
戯
作
で
、
安
永
九
年
刊
と
推
定
さ
れ
る
、『
三
桝
大
五
郎
弘
誓
の
乗
込６
）
』
に
も
作
者
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
も
ま
た
、
役
者
の
最
期
物
語
や
冥
途
物
語
な
ど
の
戯
作
は
あ
る
が
、
作
者
に
つ
い
て
は
前
例
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
小
稿
で
は
右
の
う
ち
、
戯
作
で
は
な
い
が
追
善
の
催
し
で
あ
っ
た
、
四
の
本
読
会
を
通
し
て
、
正
三
の
一
面
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
、『
並
木
正
三
一
代
噺
』
の
作
者
に
つ
い
て
も
補
足
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
言
及
し
て
お
く
。
二
『
並
木
正
三
一
代
噺
』
の
作
者
と
板
元
『
並
木
正
三
一
代
噺
』（
以
下
、
適
宜
『
一
代
噺
』）
は
、『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
六
巻
「
歌
舞
伎
」（
一
九
七
三
、
三
一
書
房
）
に
権
藤
芳
一
氏
に
よ
る
翻
刻
と
解
題
が
備
わ
る
。
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
一
一
月
、
越
前
屋
平
兵
衛
・
正
本
屋
清
兵
衛
刊
。
中
本
一
冊
。
外
題
「
並
木
正
三
一
代
噺
」、
内
題
「
並
木
正
三
狂
言
攫さらえ」。
内
題
に
「
狂
言
攫
」
と
あ
る
よ
う
に
、
上
演
作
品
を
年
代
順
に
配
し
、
上
演
歴
に
よ
っ
て
正
三
の
生
涯
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
出
生
と
臨
終
に
も
ふ
れ
、
随
所
に
短
い
逸
話
が
挟
ま
れ
て
い
る
の
も
興
味
を
引
く
。
文
中
か
ら
外
題
が
判
明
す
る
か
、
も
し
く
は
推
定
で
き
る
演
目
は
一
〇
五
作
品
に
及
び
、
正
三
の
十
三
回
忌
に
全
作
品
を
網
羅
し
よ
う
と
し
た
本
書
は
、
追
善
の
最
た
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う７
）
。
ち
な
み
に
巻
末
の
年
記
に
「
天
明
乙
巳
二
月
十
七
日
」
と
あ
る
の
は
正
三
の
祥
月
命
日
で
あ
る
。
本
書
に
作
者
の
署
名
は
な
い
が
、
権
藤
氏
の
解
題
に
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
『
享
保
╱
以
後
大
坂
出
版
書
籍
目
録
』（
大
阪
図
書
出
版
業
組
合
編
、
一
九
三
六
。
複
製
版
、
一
九
九
六
、
渓
書
舎
）
の
天
明
五
年
、
本
書
の
項
に
「
作
者
並
木
千
柳
（
油
町
三
丁
目
）」
と
見
え
る
。
並
木
千
柳
は
並
木
宗
輔
（
宝
暦
元
年
中
歿
）
の
別
名
で
あ
り
、
右
の
千
柳
は
二
世
、
前
名
並
木
翁
輔
で
あ
る
。
こ
の
改
名
の
一
件
を
示
す
の
が
、
天
明
四
年
三
月
刊
『
役
者
誉
舞
台
』
大
坂
巻
、
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「
狂
言
作
者
之
部
」
の
記
事
で
あ
る８
）
。
藤
川
座
奈
河
亀
助
╱
翁
輔
改
並
木
千
柳
╱
増
山
太
郎
七
╱
奈
河
七
五
三
輔
╱
春
樹
元
輔
╱
並
木
巌
蔵
╱
小
西
周
輔
╱
長
谷
真
七
天
明
四
年
、
藤
川
菊
松
座
（
角
の
芝
居
）
に
は
奈
河
亀
輔
（
助
）
を
立
作
者
と
す
る
八
人
の
作
者
が
お
り
、
翁
輔
は
そ
の
一
人
で
、
こ
の
と
き
二
世
並
木
千
柳
と
改
名
し
た
の
で
あ
る
。『
並
木
正
三
一
代
噺
』
の
板
行
は
、
そ
の
翌
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
役
割
番
付
に
よ
れ
ば
、
翁
輔
は
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）、
同
六
年
、
同
八
年
か
ら
一
一
年
に
正
三
と
同
座
し
て
お
り
、
こ
の
間
に
『
道どう
中ちゅう
千せん
貫がん
樋とひ
』（
宝
暦
四
年
一
二
月
一
九
日
、
嵐
三
右
衛
門
座
）、
『
天
竺
徳
兵
衛
聞
書
往
来
て
ん
じ
く
と
く
べ
い
き
き
が
き
お
う
ら
い
』（
宝
暦
七
年
一
月
二
日
、
大
松
百
助
座
）、『
四し
天てん
王のう
寺じ
伽が
藍らん
鑑かがみ』（
宝
暦
七
年
四
月
五
日
、
大
松
百
助
座
）、『
三さん
拾じつ
石こく
登
よぶねの
始
はじまり』（
宝
暦
九
年
四
月
十
日
、
中
山
文
七
座
）、
『
大おお
坂さか
神
事
揃
まつりそろへ
』（
宝
暦
九
年
八
月
一
日
、
中
山
文
七
座
）、『
霧きり
太た
郎ろう
天てん
狗ぐのさかもり』（
宝
暦
一
一
年
一
月
一
五
日
、
中
山
文
七
座
）
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
話
題
作
で
あ
る
が
、
特
に
後
半
の
三
作
は
、
世
間
の
意
表
を
衝
い
た
構
想
と
、
大
掛
か
り
な
せ
り
上
げ
引
き
道
具
回
り
舞
台
を
駆
使
し
た
演
出
で
、
大
い
に
人
の
目
を
驚
か
せ
た
。
こ
の
間
は
正
三
の
二
五
歳
か
ら
三
二
歳
ま
で
に
あ
た
り
、
ま
さ
に
前
半
生
の
絶
頂
期
と
い
っ
て
よ
い
。
宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）
以
降
、
翁
輔
は
正
三
と
同
座
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
著
者
に
関
し
て
本
書
の
序
文
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
何
人
の
著
作
に
や
、
友
な
り
け
る
人
、
幸
イ
に
此
草
を
得
さ
せ
し
か
バ
、
机
上
に
閲
し
す
る
に
、
其
ぬ
し
戯
場
に
勤
仕
の
は
し
め
よ
り
、
終
焉
を
異
に
せ
ざ
る
の
操
、
篤
実
に
あ
や
し
か
ら
ず
。
物
く
る
お
し
か
ら
ぬ
、
さ
へ
の
た
く
ま
し
き
を
、
そ
こ
は
か
と
な
く
、
ね
も
こ
ろ
に
あ
か
せ
し
は
、
く
き
や
う
の
追
薦
（
究
竟
の
追
善
、
カ
）
す
な
わ
ち
、「
其
ぬ
し
」
の
、「
戯
場
に
勤
仕
の
は
し
め
よ
り
、
終
焉
を
異
に
せ
ざ
る
の
操
」
の
「
篤
実
」
を
い
い
、
正
三
の
事
跡
を
懇
ろ
に
明
か
せ
し
は
、
究
極
の
追
善
で
あ
る
と
。
翁
輔
は
竹
田
治
蔵
、
並
木
十
輔
、
並
木
五
瓶
と
も
合
作
し
た
有
能
な
作
者
で
、
浄
瑠
璃
作
品
に
も
携
わ
っ
て
、
寛
政
末
年
ま
で
劇
作
を
続
け
る
が９
）
、
正
三
に
と
っ
て
は
、
そ
の
終
焉
ま
で
昵
懇
の
門
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
序
文
の
署
名
に
は
「
入
我
園
主
人
」
と
あ
る
が
何
人
か
は
不
明
で
あ
る
。『
戯
財
録
』（
写
本
、
享
和
元
年
秋
成
立10
）
）
の
著
者
、「
入
我
亭
我
入
」（
二
世
並
木
正
三
）
の
号
に
類
似
す
る
が
、
い
ず
れ
も
、
如
来
と
の
仏
我
一
体
の
境
地
を
い
う
仏
語
「
入
我
我
入
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
そ
れ
ゆ
え
に
ど
っ
ち
付
か
ず
と
い
う
謙
辞
で
も
あ
り
、
筆
名
に
は
ふ
さ
わ
し
か
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
天
明
元
年
十
月
七
日
、
竹
田
新
松
座
上
演
の
、『
襤つづ
褸れの
錦にしき
今いま
様よう
織おり
留どめ
』
の
正
本
の
一
本
に
は
、
奥
に
「
作
者
入
我
園
我
入
長
谷
川
夏
秋
」
と
あ
る
由
。
原
本
未
見
だ
が
、
こ
れ
ま
た
類
似
の
「
入
我
園
我
入
」
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で
あ
り
、
同
定
し
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る11
）
。
む
し
ろ
、
手
が
か
り
は
序
文
の
冒
頭
に
あ
り
、
今
年
、
如
月
中
の
七
日
は
当
正
軒
か
十
三
回
忌
に
し
て
、
わ
な
み
も
共
に
庭に
神わ
楽か
の
寄
合
。
金
毘
羅
の
文
弥
ふ
し
に
な
つ
ミ
、
席
キ
に
す
ゝ
ミ
し
交
り
の
深
き
を
も
て
、
泉
下
の
手
向
け
に
と
ハ
思
ほ
ゆ
れ
ど
と
い
う
。「
庭
神
楽
」
と
は
当
時
流
行
の
大
坂
俄
で
、
こ
の
年
の
二
月
一
七
日
、
十
三
回
忌
に
は
俄
の
寄
合
が
あ
っ
た
と
も
読
め
る
。
安
永
四
年
六
月
刊
『
古
今
俄
選12
）
』
巻
之
一
に
、
俄
の
由
来
を
説
い
て
天
女
の
俳わざ
優おぎ
に
こ
じ
つ
け
「
今
の
水
無
月
の
俄
も
、
す
な
ハ
ち
、
神
い
さ
め
の
為
也
。
古
人
曰
、
庭に
神わ
楽か
な
り
」
と
、
洒
落
て
言
う
の
で
あ
る
。
正
三
は
俄
の
作
り
手
で
も
あ
り
、
寛
延
の
こ
ろ
、
お
そ
ら
く
二
十
歳
前
後
で
あ
ろ
う
が
、
外
科
の
膏
薬
箱
に
扮
し
た
俄
が
、「
道
堀
扇
屋
久
太
郎
、
後
正
三
と
い
ふ
も
の
ゝ
お
も
ひ
つ
き
に
て
、
非
情
の
も
の
に
、
も
の
を
い
わ
せ
し
、
は
じ
め
と
ぞ
」
と
同
書
に
い
う
。
道
堀
扇
屋
は
正
三
、
幼
名
久
太
の
生
家
で
あ
る
。
「
入
我
園
主
人
」
は
、
正
三
と
は
俄
の
「
交
り
の
深
き
」
縁
で
序
文
を
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
大
坂
神
事
揃
』
を
は
じ
め
と
し
て
、『
幼
稚
子
お
さ
な
ご
の
敵かたき
討うち
』（
宝
暦
三
年
七
月
一
五
日
、
三
桝
大
五
郎
座
）、『
惟これ
喬たか
親しん
王のう
魔
術
冠
まじゅつのかんむり』（
明
和
三
年
三
月
二
四
日
、
三
桝
大
五
郎
・
中
村
歌
右
衛
門
座
）、『
近
江
お
う
み
源げん
氏じ
容しかた
講こう
釈しゃく』（
明
和
九
年
三
月
二
五
日
、
市
山
助
五
郎
座
）
な
ど
、
正
三
作
品
に
俄
の
趣
向
を
用
い
た
一
群
が
あ
る
こ
と
は
、
荻
田
清
氏
の
論
考
に
詳
し
い13
）
。
さ
ら
に
、
板
元
に
つ
い
て
付
言
す
る
と
、
合
板
の
越
前
屋
平
兵
衛
は
『
一
代
噺
』
以
外
に
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
正
月
、
役
者
評
判
記
『
三
国
舞
台
鏡
』
上
下
二
冊
を
、
同
じ
く
正
本
屋
清
兵
衛
と
合
板
で
板
行
し
て
い
る
ほ
か
に
は
、
確
か
な
板
行
書
が
見
当
た
ら
ず
、
経
歴
未
詳
で
あ
る14
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
正
本
屋
清
兵
衛
は
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
五
月
以
前
に
半
井
金
陵
『
当
世
芝
居
気
質
』
五
巻
五
冊
の
出
版
を
大
坂
本
屋
仲
間
に
出
願
し
、
文
章
に
差
支
え
が
あ
っ
て
、
六
月
に
差
し
戻
さ
れ
て
い
る15
）
。
一
方
、
現
存
す
る
『
当
世
芝
居
気
質
』
は
四
巻
四
冊
で
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
正
月
刊
。
板
元
は
京
都
の
菊
屋
安
兵
衛
で
あ
る
。
本
書
は
出
願
後
、
一
旦
差
し
戻
さ
れ
た
が
、
な
お
何
度
か
の
申
し
送
り
の
末
に
、
板
権
が
京
都
の
菊
屋
に
移
り
、
よ
う
や
く
安
永
六
年
に
板
行
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
詳
し
い
経
緯
は
拙
稿
（
正
木
ゆ
み
氏
と
の
共
著
）
に
述
べ
た
が16
）
、
板
元
が
京
都
の
菊
屋
に
替
っ
た
の
は
、
安
永
五
年
と
考
え
ら
れ
る
。
『
当
世
芝
居
気
質
』
は
、
当
時
実
在
の
演
者
や
作
者
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
幕
内
の
事
情
を
穿
つ
浮
世
草
子
で
、
巻
四
の
一
「
作
者
の
一
巻
を
さ
づ
か
り
し
ヒ
ウ
ド
ロ
〳
〵
の
仕
組
」
は
作
者
の
苦
労
、
作
劇
の
苦
心
を
描
く
。
こ
こ
に
登
場
す
る
の
が
「
波
木
宗
左
」
こ
と
並
木
正
三
で
、
正
三
は
弟
子
の
「
滝
田
治
蔵
」
こ
と
竹
田
治
蔵
に
、「
先
師
並
木
宗
輔
口
授
の
異
見
」
と
し
て
「
名
作
者
の
性
根
魂
」
を
開
陳
76
す
る
。
こ
こ
に
は
宗
輔
を
介
し
て
正
三
を
も
名
作
者
と
し
て
顕
彰
す
る
意
図
が
明
ら
か
で
あ
り
、
作
劇
に
お
い
て
は
、
名
作
者
で
さ
え
役
者
の
我
侭
に
振
り
回
さ
れ
て
蔑
ろ
に
さ
れ
る
よ
う
な
、
幕
内
の
実
態
が
暴
露
さ
れ
る
。
ま
た
『
当
世
芝
居
気
質
』
の
作
者
半
井
金
陵
が
、
実
は
狂
言
作
者
並
木
宗
治
と
同
一
人
で
あ
り
、
か
つ
正
三
の
助
作
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
右
の
拙
稿
で
明
ら
か
に
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
宗
治
は
明
和
四
年
か
ら
九
年
ま
で
並
木
正
三
と
同
座
し
、
役
割
番
付
の
「
狂
言
作
者
」
欄
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
偶
然
か
も
し
れ
な
い
が
『
当
世
芝
居
気
質
』
と
『
並
木
正
三
一
代
噺
』
の
作
者
は
、
両
作
と
も
に
、
正
三
の
門
人
と
も
い
う
べ
き
助
作
者
で
あ
る
。
ま
た
板
元
が
替
っ
た
た
め
、
そ
の
名
は
表
に
出
な
か
っ
た
が
、
元
来
は
両
作
と
も
に
、
正
本
屋
清
兵
衛
が
出
版
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
委
細
は
不
明
な
が
ら
、
こ
こ
に
は
並
木
正
三
一
を
め
ぐ
っ
て
、
幕
内
と
板
元
と
の
連
携
も
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
三
十
三
回
忌
正
三
追
善
本
読
会
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
新
た
に
正
三
伝
を
補
足
し
得
る
一
件
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
。
天
明
五
年
二
月
、
実
際
に
催
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
確
か
め
ら
れ
な
い
が
、
正
三
の
十
三
回
忌
を
追
善
す
る
本
読
み
の
会
の
記
事
が
『
攝
陽
奇
観
』
巻
三
十
八
（『
浪
速
叢
書
』
４
巻
）
に
あ
り
、「
一
、
故
人
並
木
正
三
追
善
歌
舞
妓
作
者
打
寄
本
讀
会
と
い
ふ
事
を
興
行
ス
」
と
い
う
。
あ
わ
せ
て
見
開
き
二
頁
全
面
に
、
こ
の
本
読
会
の
摺
物
の
模
写
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
摺
物
の
題
は
紙
面
の
記
載
に
よ
り
『
並
木
正
三
╱
述
作
之
狂
言
追
善
之
本
讀
╱
廿
三
日
╱
廿
四
日
両
夜
番
組
』
と
し
て
お
く
。
こ
の
摺
物
に
関
し
て
は
、
土
田
衛
「
年
譜
考
」
の
天
明
五
年
に
、
元
の
摺
物
は
吉
永
孝
雄
氏
が
ご
所
蔵
に
な
っ
て
い
る
が
、『
浪
速
叢
書
』
に
納
め
ら
れ
て
い
る
番
組
は
、
原
本
の
影
印
で
は
な
く
、
忠
実
な
模
写
で
誤
り
は
な
い
。
ま
た
献
句
の
翻
刻
も
正
し
い
の
で
、
こ
れ
も
再
録
は
省
略
す
る
。
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
言
わ
れ
る
『
浪
速
叢
書
』
は
、
同
叢
書
４
の
『
攝
陽
奇
観
』
巻
三
十
八
を
指
す
。
こ
の
番
組
は
原
本
の
「
忠
実
な
模
写
」
の
ま
ま
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
既
知
の
内
容
で
は
あ
る
が
、
次
に
翻
刻
し
て
お
く
。「
献
句
」
に
つ
い
て
は
、
掲
載
の
現
況
よ
り
察
す
る
に
、
番
組
の
裏
面
に
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
省
略
す
る
。
な
お
、
吉
永
孝
雄
氏
旧
蔵
の
摺
物
は
未
見
で
、
現
在
の
所
在
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
演
目
の
上
の
〇
数
字
は
、
私
に
付
し
た
通
し
番
号
で
あ
る
。
〔
翻
刻
〕
並
木
正
三
╱
述
作
之
狂
言
追
善
之
本
読
廿
三
日
╱
廿
四
日
両
夜
番
組
①
井
手
の
下
紐
本
よ
ミ
並
木
十
輔
②
三
十
石
同
並
木
翁
助
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③
天
羽
衣
本
よ
ミ
惣
作
者
か
け
合
④
容
講
釈
同
竹
本
三
郎
兵
衛
⑤
ひ
が
し
山
ど
の
同
奈
川
七
五
三
助
⑥
幼
年
敵
討
本
よ
ミ
惣
作
者
掛
合
⑦
天
竺
徳
び
や
う
へ
同
奈
川
亀
助
⑧
し
つ
へ
い
太
郎
同
為
川
宗
助
⑨
天
狗
酒
盛
本
読
惣
作
者
か
け
合
ま
つ
り
そ
ろ
へ
同
近
松
徳
叟
桑
名
や
徳
蔵
同
並
木
五
兵
衛
よ
と
や
ば
し
喧
花
本
よ
ミ
惣
作
者
掛
合
め
か
り
の
神
事
本
よ
ミ
惣
作
者
か
け
合
右
之
外
懇
意
の
衆
中
、
手
向
と
し
て
三
曲
琴
雲
衆
胡
弓
自
緩
尺
八
萬
栄
所
作
事
富
山
足
管
弦
近
松
東
南
浄
る
り
ふ
し
こ
と
三
絃
市
山
志
山
右
、
本
読
ニ
歌
三
絃
鳴
物
は
や
し
相
加
へ
、
ニ
諸
芸
両
夜
共
相
替
、
外
ニ
ス
ケ
罷
出
、
奉
御
覧
ニ
入
候
以
上
巳
二
月
吉
日
千
穐
万
歳
叶
」
（
以
上
）
右
の
番
組
に
み
る
よ
う
に
、
会
場
は
不
明
で
あ
る
が
、
正
三
の
門
人
を
中
心
と
す
る
同
業
の
作
者
連
中
が
集
ま
り
、
祥
月
命
日
に
近
い
二
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
の
両
夜
に
わ
た
っ
て
「
並
木
正
三
╱
述
作
之
狂
言
追
善
之
本
読
」
な
る
催
し
が
開
か
れ
た
模
様
で
あ
る
。
こ
の
と
き
読
ま
れ
た
の
は
次
の
一
三
作
品
で
、
役
割
番
付
に
よ
っ
て
、
外
題
・
上
演
時
・
座
・
作
者
を
補
う
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
⑤
に
は
正
三
の
名
前
が
見
え
な
い
が
関
与
し
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
（
注
16
）参
照
）。
外
題
の
下
は
番
組
通
り
の
読
み
手
で
あ
る
。
①
「
大
和
や
ま
と
国くに
井
手
い
で
の
下
紐
したひも
」
並
木
十
輔
。
寛
延
二
年
一
二
月
一
三
日
、
三
桝
大
五
郎
座
（
大
西
芝
居
）。
泉
屋
正
三
╱
高
木
里
仲
。
②
「
三さん
拾じっ
石こく
登よぶね
始
のはじまり」
並
木
翁
輔
。
宝
暦
八
年
一
二
月
二
二
日
、
中
山
文
七
座
（
角
の
芝
居
）。
並
木
翁
輔
╱
松
田
百
華
╱
並
木
正
三
。
③
「
け
い
せ
い
天
羽
衣
」
惣
作
者
掛
合
。
宝
暦
三
年
一
二
月
一
八
日
、
三
条
定
助
座
（
大
西
芝
居
）。
松
田
百
華
╱
並
木
佐
五
郎
╱
並
木
正
三
╱
沢
村
庄
左
衛
門
。
④
「
近
江
お
う
み
源げん
氏じ
容しかた
講こう
釈しゃく」
竹
本
三
郎
兵
衛
。
明
和
九
年
三
月
二
五
日
、
市
山
助
五
郎
座
（
中
の
芝
居
）。
奈
河
亀
輔
╱
小
川
新
蔵
╱
並
木
正
三
╱
並
木
利
助
╱
並
木
周
蔵
。
⑤
「
東ひがし
山やま
殿どの
女おんな
狩
まきがり」
奈
川
七
五
三
助
。
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明
和
七
年
二
月
二
日
、
藤
松
三
十
郎
座
（
角
の
芝
居
）。
長
谷
川
真
七
╱
青
木
善
治
╱
堺
谷
善
平
╱
並
木
宗
治
╱
山
口
文
蔵
。
⑥
「
幼
稚
子
お
さ
な
ご
の
敵かたき
討うち
」
惣
作
者
掛
合
。
宝
暦
三
年
七
月
一
五
日
、
三
桝
大
五
郎
座
（
角
の
芝
居
）。
並
木
正
三
╱
桂
門
三
。
⑦
「
天てん
竺じく
徳とく
兵べ
衛い
聞きき
書がき
往おう
来らい
」
奈
川
亀
輔
。
宝
暦
七
年
一
月
二
日
、
太
松
西
助
座
（
大
西
芝
居
）。
松
田
百
花
╱
山
勘
助
╱
並
木
翁
助
╱
並
木
正
三
。
⑧
「
竹しつ
箆ぺい
太た
郎ろう
怪かい
談だん
記き
」
為
川
宗
助
。
宝
暦
一
二
年
七
月
一
五
日
、
中
山
文
七
座
（
角
の
芝
居
）。
市
山
卜
平
╱
並
木
利
助
╱
並
木
正
三
╱
柴
崎
源
蔵
╱
松
田
百
花
。
⑨
「
霧きり
太た
郎ろう
天てん
狗ぐのさかもり」
惣
作
者
掛
合
。
宝
暦
一
一
年
一
月
一
五
日
、
中
山
文
七
座
（
角
の
芝
居
）。
並
木
翁
輔
╱
松
田
百
花
╱
並
木
正
三
。
「
大おお
坂さか
神
事
ま
つ
り
揃そろえ」
近
松
徳
叟
。
宝
暦
九
年
八
月
一
日
、
中
山
文
七
座
（
角
の
芝
居
）。
並
木
翁
介
╱
並
木
正
三
╱
松
田
百
花
。
「
桑
名
屋
く
わ
の
や
徳とく
蔵ぞう
入いり
船ふね
物もの
語がたり」
並
木
五
兵
衛
。
明
和
七
年
一
二
月
二
七
日
、
小
川
吉
太
郎
座
（
中
の
芝
居
）。
並
木
十
輔
╱
三
升
文
次
╱
並
木
荘
次
╱
並
木
利
介
╱
並
木
正
三
「
淀よど
屋や
橋ばしの
喧
花
け
ん
か
」
惣
作
者
掛
合
。
明
和
七
年
四
月
一
日
、
藤
松
三
十
郎
座
（
角
の
芝
居
）。
為
川
宗
助
事
並
木
周
蔵
╱
山
口
文
蔵
╱
青
木
善
治
╱
長
谷
川
真
七
╱
並
木
荘
治
╱
堺
谷
善
平
。
「
日にっ
本ぽん
第だい
一いち
和め
布か
刈りの
神しん
事じ
」
惣
作
者
掛
合
安
永
二
年
三
月
一
六
日
、
中
村
歌
右
衛
門
座
（
中
の
芝
居
）。
故
人
並
木
正
三
╱
寺
田
兵
蔵
╱
奈
川
文
蔵
╱
並
木
利
助
╱
小
川
新
蔵
╱
奈
河
亀
輔
。
こ
こ
に
寄
り
集
ま
っ
た
の
は
、
掲
出
順
に
、
並
木
十
輔
、
並
木
翁
輔
、
竹
本
三
郎
兵
衛
、
奈
河
七
五
三
助
、
奈
河
亀
輔
、
為
川
宗
助
、
近
松
徳
叟
、
並
木
五
兵
衛
の
八
人
の
作
者
で
あ
り
、
③
「
け
い
せ
い
天
羽
衣
」、
⑥
「
幼
稚
子
敵
討
」、
⑨
「
霧
太
郎
天
狗
」、
「
淀
屋
橋
喧
花
」、
「
日
本
第
一
和
布
刈
神
事
」
の
五
作
品
は
「
惣
役
者
か
け
合
」
な
ら
ぬ
、「
惣
作
者
か
け
合
」
で
読
ま
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
上
演
に
近
い
形
で
、
役
ご
と
に
せ
り
ふ
の
応
酬
を
し
た
の
で
あ
ろ
う17
）
。
右
の
う
ち
、
正
三
と
同
座
し
て
い
る
の
は
、
①
並
木
十
輔
、
②
並
木
翁
輔
、
⑤
奈
河
七
五
三
助
、
⑦
奈
河
亀
輔
、
⑧
為
川
宗
助
の
五
人
で
あ
る
。
⑦
奈
河
亀
輔
、
並
木
五
兵
衛
（
の
ち
に
五
瓶
。
江
戸
へ
下
る
）
は
正
三
の
歿
後
に
立
作
者
と
し
て
大
成
し
、
⑤
奈
河
七
五
三
助
、
近
松
徳
叟
も
亀
輔
、
五
兵
衛
の
も
と
で
重
き
を
な
し
た
。
亀
輔
は
ま
た
本
読
の
名
人
と
い
い
、「
戯
場
狂
言
正
本
講
釈
」
に
定
評
が
あ
っ
た
と
い
う18
）
。
彼
ら
が
天
明
期
以
降
の
上
方
歌
舞
伎
を
牽
引
し
た
の
は
演
劇
史
上
周
知
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
詳
述
は
し
な
い
が
、
①
79 狂言作者並木正三伝の周辺
の
並
木
十
輔
は
、
前
名
、
桂
の
吉
時
代
か
ら
若
き
正
三
と
同
座
し
、
②
の
並
木
翁
輔
は
先
述
の
二
世
並
木
千
柳
、
⑧
の
為
川
宗
助
は
、
明
和
七
年
四
月
か
ら
九
年
秋
ま
で
並
木
周
蔵
と
名
乗
り
、
以
後
元
に
復
す
。
こ
の
期
間
は
先
述
の
並
木
宗
治
の
同
座
時
代
と
重
な
る
。
ま
た
『
戯
財
録
』
に
は
、
正
三
方
に
な
が
く
寄
宿
し
て
い
た
と
も
い
う
。
④
の
竹
本
三
郎
兵
衛
は
、
宝
暦
〜
明
和
期
の
浄
瑠
璃
作
者
の
名
前
で
あ
っ
た
が
、
天
明
四
年
以
降
は
別
人
の
狂
言
作
者
で
、
こ
れ
も
『
戯
財
録
』
に
、
島
之
内
の
富
田
屋
市
右
衛
門
の
妾
腹
と
い
い
、
元
祖
竹
本
三
郎
兵
衛
の
別
家
と
伝
え
る19
）
。
富
田
屋
市
右
衛
門
は
当
時
著
名
な
料
理
茶
屋
で
、
通
称
富
市
。
寛
政
七
年
三
月
刊
『
役やく
者しゃ
時
習
さ
ら
え
講こう
』
に
所
在
地
と
紋
提
灯
が
載
る20
）
。
ち
な
み
に
『
一
代
噺
』
の
末
尾
で
病
中
の
正
三
が
、
二
の
替
の
外
題
を
「
日
本
第
一
和
布
刈
神
事
」
と
決
め
、
内
談
の
た
め
座
本
の
中
村
歌
右
衛
門
を
訪
ね
当
て
た
先
が
「
折
ふ
し
富
市
方
に
て
道
ほ
り
名
代
の
╱
り
や
う
り
茶
や
也
御
屋
敷
方
の
振
舞
の
座
」
で
あ
っ
た
。
①
か
ら
ま
で
は
上
演
順
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
も
話
題
作
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
佳
作
は
あ
り
、
こ
の
時
の
選
択
の
目
安
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
正
三
と
同
座
し
、
の
ち
に
大
成
す
る
同
時
代
の
有
能
な
作
者
が
選
ん
だ
一
三
作
と
い
う
点
で
は
、
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
①
「
大
和
国
井
手
下
紐
」
は
正
三
の
前
名
、
泉
屋
正
三
時
代
の
初
期
の
代
表
作
、
「
日
本
第
一
和
布
刈
神
事
」
は
絶
筆
と
な
っ
た
作
で
、
正
三
自
身
は
上
演
を
見
る
事
が
な
か
っ
た
。
一
三
作
の
中
で
こ
の
二
作
の
位
置
は
、
番
組
の
巻
頭
・
巻
軸
と
し
て
配
列
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
上
は
、
正
三
と
同
業
の
作
者
だ
が
、「
右
之
外
懇
意
の
衆
中
、
手
向
と
し
て
」、
さ
ら
に
六
人
が
参
加
し
て
い
る
。
彼
ら
は
「
本
読
」
に
「
歌
、
三
絃
、
鳴
物
、
は
や
し
」
を
添
え
、「
諸
芸
」
を
以
て
「
両
夜
」
と
も
賛
助
出
演
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
懇
意
の
衆
中
」
と
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
四
本
読
会
に
集
う
人
々
琴
の
「
雲
衆
」、
胡
弓
の
「
自
緩
」、
尺
八
の
「
萬
栄
」
の
三
人
に
つ
い
て
は
未
詳
。
あ
る
い
は
、
こ
の
両
夜
ば
か
り
の
号
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
所
作
事
の
「
富
山
足
」、
管
弦
の
「
近
松
東
南
」、
浄
瑠
璃
節
事
三
絃
の
「
市
山
志
山
」
の
三
人
は
、
か
つ
て
中
村
幸
彦
氏
が
提
唱
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
大
阪
騒
壇
の
人
々
の
一
類
と
し
て
、
正
三
と
の
接
点
を
も
つ
よ
う
で
あ
る
。
大
阪
騒
壇
と
は
、
宝
暦
一
三
年
（
一
七
六
三
）
刊
の
洒
落
本
『
列
仙
伝
』
に
集
ま
る
人
々
を
、「
詩
人
を
い
う
騒
人
、
詩
壇
を
い
う
騒
壇
の
語
の
意
味
を
、
拡
張
し
て
、
こ
の
風
流
人
の
集
合
を
称
す
る
」
の
謂
い
で
あ
り
、
実
名
で
は
な
く
「
モ
デ
ル
小
説
的
変
名
で
示
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う21
）
。
順
序
は
変
わ
る
が
、
ま
ず
、
管
弦
の
近
松
東
南
か
ら
検
討
す
る
。
近
松
東
南
は
浄
瑠
璃
作
者
で
、
井
口
洋
氏
が
紹
介
さ
れ
た
、
芝
居
の
冥
途
物
の
戯
作
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
一
一
月
刊
、『
穴あな
意
探
さ
ぐ
り
』
80
に
い
う22
）
。
近
来
の
作
者
な
れ
ど
、
三
絃
は
段
切
に
妙
手
を
ふ
る
い
、
近
く
は
振
袖
天
神
記
に
琴
を
も
つ
て
鳴
る
。
彼
是
芝
居
に
功
有
事
、
か
ぞ
ふ
る
に
暇
有
ず
。
亦
、
俄
は
家
の
芸
に
し
て
年
々
六
月
江
南
に
我
を
忘
る
。
三
絃
、
琴
に
長
じ
、
俄
に
興
じ
て
、
六
月
の
住
吉
神
社
祭
礼
（
後
述
）
に
は
「
我
を
忘
る
」
よ
う
な
作
者
で
あ
る
。
東
南
は
実
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
『
穴
意
探
』
の
作
者
の
一
人
で
も
あ
り
、
序
に
は
「
作
者
浪
華
東
鱗
□
（
印
記
）」、
巻
末
の
印
記
に
「
両
鈍
斎
之
印
」
と
あ
る
。
こ
の
「
東
鱗
」
に
つ
い
て
、
井
口
氏
は
不
明
と
さ
れ
た
が
、
東
南
の
「
東
」
と
麦
鱗
の
「
鱗
」
の
一
字
ず
つ
を
合
わ
せ
た
二
人
の
号
と
見
て
よ
く23
）
、
印
記
の
「
両
」
の
意
味
と
も
符
合
す
る
。
麦
鱗
は
、
浄
瑠
璃
作
者
松
田
ば
く
、
俳
諧
で
は
岡
西
律
中
、
洒
落
本
作
者
外
山
翁
、
ま
た
蘇
生
庵
ほ
か
、
多
く
の
号
を
持
つ24
）
。『
穴
意
探
』
で
は
、
正
三
は
並
み
居
る
作
者
、
芝
居
の
重
鎮
た
ち
の
中
に
「
歌
舞
妓
第
一
の
き
れ
者
」
と
し
て
、
お
も
む
ろ
に
登
場
す
る
。
そ
の
風
貌
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
衣
裳
び
ゞ
敷
、
緋
縮
緬
の
羽
織
に
正
の
字
の
縫
紋
。
小
男
な
れ
ど
眼
す
る
ど
く
、
阿
波
や
讃
岐
は
お
ん
で
も
な
い
事
、
朝
鮮
責
に
も
行
き
か
ね
ぬ
顔
つ
き
に
て
、
お
座
敷
へ
ぞ
通
り
け
る
。
明
和
七
年
と
言
え
ば
、
正
三
の
四
一
歳
の
こ
ろ
で
あ
る
。「
緋
縮
緬
の
羽
織
に
正
の
字
の
縫
紋
」
は
、『
一
代
噺
』
の
口
絵
に
描
か
れ
た
正
三
像
に
等
し
く
、
座
摩
の
一
座
を
率
い
て
、「
阿
波
」
へ
行
っ
た
こ
と
は
『
一
代
噺
』
に
見
え
て
お
り
、「
讃
岐
」
に
赴
い
た
形
跡
も
あ
る
。「
朝
鮮
責
に
も
行
き
か
ね
ぬ
」
と
は
『
天
竺
徳
兵
衛
聞
書
往
来
』
を
想
定
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
浄
瑠
璃
節
事
三
絃
の
市
山
志
山
は
、
明
和
八
年
刊
『
新
刻
役
者
綱
目
』
巻
三
、「
〇
三
ケ
の
津
立
役
評
」
の
「
〇
市
山
助
五
郎
二
代
志
山
」
で
あ
る
。
そ
の
評
文
を
次
に
掲
げ
る
。
大
坂
道
堀
芝
居
で
太
鼓
を
打
た
れ
る
事
も
有
し
。
其
砌
、
嶋
之
内
足
代
や
と
い
へ
る
方
へ
養
子
に
行
き
、
其
後
別
宅
し
て
、
三
味
線
ハ
大
西
藤
蔵
の
弟
子
と
な
り
、
大
西
長
蔵
と
名
乗
、
竹
本
し
ば
ゐ
へ
も
暫
出
勤
せ
ら
れ
（
下
略
）
「
足
代
や
」
は
当
時
盛
業
中
の
島
之
内
の
茶
屋
、
足
代
屋
長
左
衛
門25
）
で
あ
ろ
う
。
三
絃
に
長
じ
、
宝
暦
七
年
二
月
か
ら
同
九
年
二
月
ま
で
、
師
の
大
西
藤
蔵
に
つ
い
て
、
竹
本
座
の
三
味
線
に
出
勤
し
て
い
た26
）
。
ま
た
、
明
和
八
年
一
一
月
か
ら
明
和
九
年
中
は
中
の
芝
居
の
座
本
で
、
作
者
に
並
木
正
三
、
奈
河
亀
輔
、
並
木
周
蔵
を
擁
し
、
立
役
に
藤
川
八
蔵
、
市
野
川
彦
四
郎
、
実
悪
に
中
村
歌
右
衛
門
、
若
女
形
は
中
村
喜
代
三
郎
と
い
う
強
力
な
布
陣
を
敷
い
た
。
こ
の
陣
容
で
上
演
さ
れ
た
の
が
、
正
三
晩
年
の
大
作
、
明
和
九
年
一
月
一
〇
日
『
三さん
千ぜん
世せ
界かい
商やり
売くり
往おう
来らい
』
で
あ
る
。
助
五
郎
は
ま
た
、
正
三
の
臨
終
に
、
「
い
せ
や
又
右
衛
門
、
大
村
屋
九
八
、
中
村
歌
右
衛
門
、
市
山
助
五
郎
皆
々
多
年
の
親
友
な
れ
バ
早
速
か
け
付
た
」（『
一
代
噺
』）
と
い
81 狂言作者並木正三伝の周辺
う
、
親
友
の
一
人
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
所
作
事
の
富
山
足
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
が
、
井
口
洋
「
浄
瑠
璃
作
者
黒
蔵
主
｜
『
風
月
外
伝
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
国
語
国
文
』
一
九
七
一
年
一
月
）
に
引
用
さ
れ
る
、
明
和
八
年
一
二
月
刊
、
拳
角
力
作
法
書
『
風
月
外
伝27
）
』
の
一
文
の
中
に
、
わ
ず
か
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
本
書
は
上
下
二
巻
。
上
巻
内
題
下
に
「
浪
華
菊
社
波
高
述
」
と
あ
る
。
波
高
は
拳
の
結
社
、
菊
組
を
率
い
る
名
手
で
、
拳
の
普
及
の
た
め
に
本
書
を
上
梓
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
菊
組
同
人
、
拳
の
同
好
、
茶
屋
、
役
者
な
ど
、
一
八
〇
人
ほ
ど
が
祝
儀
の
句
を
寄
せ
て
お
り
、
下
巻
は
そ
の
句
集
で
あ
る
。
引
用
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
中
の
前
書
き
と
一
句
で
あ
る
。
足
の
あ
し
、
波
高
の
よ
ひ
と
漁
焉
子
の
題
跋
さ
る
ゝ
と
也
け
り
。
足
や
夏
の
ニ
ワ
カ
に
妙
を
あ
ら
は
し
、
指
や
冬
の
会
に
威
を
ふ
る
ふ
。
い
つ
れ
江
南
の
名
家
、
学
て
及
ふ
へ
か
ら
す
。
若
其
及
ふ
も
の
ハ
必
す
粋
な
ら
む
。
冬
に
い
さ
む
仙ゴク
人ドウ
つ
よ
し
指
相
撲
時
々
夢
斎
「
時
々
夢
斎
」
は
未
詳
。
右
は
漁
焉
子
こ
と
上
田
秋
成
が
、
足
の
足
技
、
波
高
の
指
技
を
称
賛
し
て
『
風
月
外
伝
』
に
跋
を
書
い
た
こ
と
を
い
う
が28
）
、
今
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、「
足
や
夏
の
ニ
ワ
カ
に
妙
を
あ
ら
は
し
」
で
あ
る
。
俄
は
享
保
の
こ
ろ
、
住
吉
祭
り
の
参
詣
帰
り
に
、
酔
客
が
戯
れ
に
、
酒
樽
を
提
灯
に
見
立
て
踊
り
歩
い
た
こ
と
に
発
し29
）
、
以
来
、
住
吉
神
社
の
六
月
の
祭
礼
荒あら
和にこ
大おお
祓はらえ
に
は
、「
御
は
ら
い
の
う
ち
は
、
と
り
分
芝
居
側
住
九
よ
り
角
ト
丸
迄
の
間
、
俄
の
本
ン
舞
台
」（
宝
暦
七
年
カ
、
外
山
翁
『
浪
華
色
八
卦
』、
洒
落
本
大
成
第
二
巻
所
収
）
と
な
っ
た
。
住
九
、
角
丸
は
道
堀
の
茶
屋
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
足
の
足
技
は
、
し
ば
し
ば
衆
目
を
集
め
た
よ
う
で
、
ま
さ
に
足
を
く
が
ご
と
き
超
絶
の
技
は
、
俄
の
場
で
披
露
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
俄
は
夏
の
屋
外
の
技
、
拳
は
冬
の
屋
内
の
技
で
あ
る
。
足
、
波
高
は
と
も
に
道
堀
の
賑
わ
い
を
先
導
す
る
「
江
南
の
名
家
」
で
あ
っ
た
。
井
口
氏
は
、
秋
成
の
跋
に
「
足
波
高
」
と
あ
る
の
を
一
語
、
よ
っ
て
一
人
と
み
な
し
、「
別
人
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
た
が
、
足
と
指
、
夏
と
冬
が
対
に
な
っ
て
い
る
の
で
別
人
の
二
人
で
あ
る
（
同
氏
の
所
望
に
よ
り
、
こ
こ
に
訂
正
す
る
）。
五
富
山
捲
足
と
並
木
正
三
こ
の
足
に
は
、
明
和
七
年
九
月
序
・
跋
、「
雷
子
改
足
改
名
祝
賀
句
集
」
と
仮
題
す
る
刊
本
一
冊
が
備
わ
り
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
〔
わ
157
╱
75
〕
に
蔵
さ
れ
る
。
元
表
紙
な
ど
を
欠
き
、
書
名
は
不
明
だ
が
、
序
文
の
末
尾
に
「
明
和
七
寅
季
秋
東
南
戯
作
╱
花
桐
四
声
画
□
（
印
記
）」
と
あ
る
に
よ
っ
て
、
近
松
東
南
の
著
。
東
南
は
先
述
の
『
穴
意
探
』
の
作
者
で
、
本
読
会
で
は
管
弦
を
奏
し
て
い
る
。
挿
絵
の
「
画
」
者
、
花
桐
四
声
は
若
女
形
82
の
三
世
花
桐
豊
松
、
四
声
は
そ
の
俳
名
で
中
ウ
芝
居
の
花
形
で
あ
る
。
本
書
は
仮
題
に
み
る
ご
と
く
、
雷
子
が
足
と
改
名
し
た
祝
賀
に
寄
せ
ら
れ
た
句
集
で
、
茶
屋
、
役
者
、
俄
の
知
友
ら
五
六
人
の
句
と
、
各
人
に
添
え
ら
れ
た
挿
絵
か
ら
成
る
。
序
文
の
冒
頭
に
「
道
堀
に
雷
子
あ
り
。
川
東
に
雷
子
あ
り
」
と
い
う
。
道
堀
の
雷
子
は
寛
保
二
年
常
夏
月
（
六
月
）、
鳴
神
の
あ
る
日
に
産
声
大
に
し
て
誕
生
し
、「
雷
子
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
一
方
、
川
東
、
四
条
河
原
の
雷
子
こ
と
、
二
代
目
嵐
三
五
郎
は
美
男
で
、
当
時
京
都
の
女
中
方
に
人
気
が
あ
っ
た
が
、
俳
名
が
雷
子
で
紛
ら
わ
し
い
。
嵐
三
五
郎
が
「
今
よ
り
ハ
雷
子
の
文
字
を
来
芝
と
書
ん
か
」
と
い
え
ば
、「
イ
ヤ
〳
〵
手
前
が
改
め
ん
」「
イ
ヽ
ヤ
ワ
れ
ら
が
」
「
イ
ヤ
拙
が
」
と
双
方
譲
り
合
い
に
な
り
、
結
局
、
大
坂
の
雷
子
が
足
と
改
名
す
る
こ
と
で
落
着
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
二
人
の
「
誠
と
誠
を
尽
せ
し
」
こ
と
に
感
じ
て
、
東
南
の
序
文
に
い
う
。
思
へ
ら
く
此
の
富
山
氏
ハ
頗
の
雅
物
に
て
全
く
嵐
が
風
流
に
似
ん
こ
と
を
欲
す
る
に
あ
ら
ず
。
と
り
わ
き
此
人
多
能
に
し
て
、
磨
に
工
ミ
を
な
す
手
利
也
。
扨
足
利
也
。
又
此
足
の
奇
な
る
事
、
目
を
驚
か
せ
魂
を
飛
す
の
妙
曲
也
。
今
其
足
徳
を
以
て
名
家
よ
り
足
の
名
を
給
ハ
る
（
下
略
）
富
山
氏
は
「
頗
の
雅
物
」
に
し
て
「
多
能
」
で
あ
り
、「
手
利
」
「
足
利
」
と
絶
賛
し
、「
足
徳
を
以
て
名
家
よ
り
足
の
名
を
給
ハ
る
」
と
い
う
。
本
書
中
の
三
好
松
洛
の
句
に
、
蹴
鞠
に
懸
の
柳
の
図
を
添
え
て
「
飛
鳥
井
に
見
せ
ば
や
足
の
菊
自
慢
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
机
上
の
こ
と
で
は
な
く
、
も
し
も
名
前
を
賜
っ
た
名
家
が
京
都
の
公
家
で
蹴
鞠
の
家
、
飛
鳥
井
家
で
あ
れ
ば
足
技
の
縁
で
は
あ
ろ
う
。
な
お
「
菊
」
は
「
鞠
」
と
「
利
く
」
を
掛
け
、
本
書
上
梓
の
九
月
に
ち
な
む
。
同
様
に
市
野
川
可
慶
こ
と
市
野
川
彦
四
郎
の
句
に
も
い
う
、
（
上
略
）
さ
て
貴
尊
先
生
よ
り
足
と
改
名
さ
せ
給
ふ
。
い
と
も
か
し
こ
し
。
此
人
、
常
に
舞
伎
を
好
ミ
、
立
舞
ふ
時
足
に
妙
有
事
、
囃
し
賀
し
て
曰
、
雷
の
音
も
秋
に
和
ら
き
猩
々
舞
市
野
川
可
慶
や
は
り
「
貴
尊
先
生
」
に
信
性
は
あ
り
そ
う
で
あ
る30
）
。「
此
人
」、
立
舞
う
足
捌
き
に
妙
が
あ
り
、
猩
々
舞
は
秋
の
夜
に
「
白
菊
の
着
せ
綿
を
温
め
て
酒
を
」
汲
ん
で
舞
う
舞
で
あ
る
（
謡
曲
『
猩
々
』）。
本
読
会
で
は
、
富
山
足
が
「
所
作
事
」
で
興
を
添
え
た
所
以
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
東
南
の
句
も
あ
り
、「
予
三
絃
を
と
れ
ハ
、
足
、
爰
に
と
し
て
舞
は
し
む
る
╱
山
雀
に
押
親
も
あ
り
う
か
れ
鳥
近
松
東
南
」
と
い
う
。
足
、
東
南
は
、
日
頃
か
ら
舞
と
三
絃
の
相
方
と
な
る
好
事
の
友
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
句
集
に
は
、
並
木
正
三
も
別
格
の
扱
い
で
、「
ハ
レ
冷
し
や
名
は
け
ん
そ
く
て
首
領
也
」
の
句
を
寄
せ
て
い
る
。「
け
ん
そ
く
」
は
「
眷
属
」
を
掛
け
る
。
挿
絵
は
雷
雲
の
下
に
舞
う
足
の
み
の
首
領
、
す
な
わ
ち
足
。
う
し
ろ
に
は
、
俄
の
眷
属
の
足
を
引
き
連
れ
て
い
る
。
首
領
の
足
に
は
「
大
将
い
さ
ミ
の
段
切
、
足
と
も
う
た
へ
〳
〵
」
83 狂言作者並木正三伝の周辺
と
添
え
る
。
寛
保
二
年
生
ま
れ
で
、
正
三
よ
り
一
二
歳
若
い
俄
の
名
手
に
対
す
る
、
大
い
な
る
祝
辞
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
志
山
に
も
「
咲
け
る
其
色
久
し
秋
の
花
」
の
句
が
あ
る
。
こ
こ
に
、
本
読
会
の
「
懇
意
の
衆
中
」
で
あ
る
、
富
山
足
、
近
松
東
南
、
市
山
志
山
の
三
人
と
、
正
三
と
の
間
柄
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
と
思
う
。「
大
坂
の
俄
は
元
来
、
素
人
の
芸
で
あ
る
こ
と
が
本
領
で
」
享
保
か
ら
天
保
ま
で
は
そ
れ
が
守
ら
れ
た31
）
。
正
三
の
周
辺
に
は
、
そ
の
よ
う
な
粋
な
素
人
と
の
、
存
外
自
在
な
往
来
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
、「
雷
子
改
足
改
名
祝
賀
句
集
」
に
つ
い
て
こ
そ
、
検
討
を
進
め
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
す
で
に
紙
数
が
尽
き
た
。
本
書
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。
注１
）
伊
原
敏
郎
『
日
本
演
劇
史
』
第
三
編
一
一
章
「
脚
本
と
其
の
作
者
」
一
九
〇
四
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
七
〇
五
〜
七
一
二
頁
。
２
）
守
隨
憲
治
『
近
世
戯
曲
研
究
』「
時
代
歌
舞
伎
に
現
れ
る
女
性
」「
並
木
正
三
の
名
作
『
大
坂
神
事
揃
』」「
並
木
正
三
脚
本
年
表
」
一
九
三
二
年
、
中
興
館
、
四
〇
四
〜
四
三
九
頁
。
の
ち
『
守
隨
憲
治
著
作
集
』
第
一
巻
、
笠
間
書
院
。
守
隨
憲
治
『
歌
舞
伎
序
説
』「
歌
舞
伎
作
者
略
伝
、
廿
五
、
並
木
正
三
」
一
九
二
四
、
改
造
社
、
二
一
九
〜
二
二
一
頁
。
の
ち
、
同
第
三
巻
。
３
）
河
竹
繁
俊
『
歌
舞
伎
作
者
の
研
究
』
四
章
「
並
木
正
三
」
一
九
四
〇
、
東
京
堂
、
五
五
〜
九
〇
頁
。
そ
の
後
、
河
竹
繁
俊
『
日
本
戯
曲
史
』
「
ジ
ャ
ン
ル
別
日
本
文
学
史
Ⅱ
」「
第
二
次
完
成
、
大
成
期
」
に
正
三
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
一
九
五
四
、
南
雲
堂
桜
楓
社
、
三
八
四
〜
四
〇
七
頁
。
４
）
廣
瀬
千
子
「
並
木
正
三
の
追
善
戯
作
を
め
ぐ
っ
て
」
熊
倉
功
夫
編
『
遊
芸
文
化
と
伝
統
』
所
収
、
二
〇
〇
三
、
吉
川
弘
文
館
。
５
）
廣
瀬
千
子
「
並
木
正
三
不
登
噺
」
翻
刻
と
解
題
『
藝
能
史
研
究
』
一
五
九
号
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
。
６
）
『
上
方
役
者
一
代
記
集
』
上
方
藝
文
叢
刊
11
、
所
収
。
一
九
七
九
、
中
尾
松
泉
堂
。
７
）
文
中
「
月
山
の
肝
取
」
と
あ
る
の
は
、
竹
田
芝
居
の
『
神
使
嫁
入
小
鍛
冶
』
と
判
明
し
た
。
安
順
「『
神
使
嫁
入
小
鍛
冶
』
覚
書
き
」『
歌
舞
伎
研
究
と
批
評
』
24
号
、
一
九
九
九
年
一
二
月
。
な
お
「
並
木
正
三
一
代
噺
」（
権
藤
芳
一
執
筆
、
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
、
岩
波
書
店
）
に
「
ま
た
作
品
の
年
代
順
の
羅
列
が
主
で
、
伝
記
と
し
て
は
物
足
り
な
い
と
い
う
評
価
も
あ
る
」
と
も
い
う
。
８
）
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
『
役
者
評
判
記
』
に
よ
る
。
請
求
番
号
「
ロ
11
╱
１
３
６
６
」
９
）
「
並
木
翁
輔
」（
内
山
美
樹
子
執
筆
、
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
、
岩
波
書
店
）
に
「
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）、
二
世
並
木
千
柳
襲
名
」
と
指
摘
さ
れ
、「
竹
田
治
蔵
と
の
合
作
で
は
、
両
者
は
ほ
ぼ
同
格
と
み
な
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
作
に
お
け
る
翁
輔
の
存
在
は
重
視
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
。
10
）
郡
司
正
勝
校
注
・
解
題
。
日
本
思
想
大
系
『
近
世
芸
道
論
』
所
収
、
岩
波
書
店
。
角
書
に
「
作
者
╱
式
法
」
11
）
『
義
太
夫
年
表
近
世
篇
』
に
よ
れ
ば
正
本
の
一
本
は
、「
山
崎
・
山
本
・
長
谷
川
版
七
行
本
」。「
ま
た
翁
輔
の
後
序
に
は
、
番
付
の
口
上
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
記
述
が
あ
る
」
と
い
う
。
疑
問
は
残
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
「
入
我
園
我
入
」
が
翁
輔
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
84
12
）
中
村
幸
彦
解
題
・
肥
田
晧
三
校
注
、
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
第
八
巻
「
寄
席
・
見
世
物
」
所
収
、
一
九
七
六
、
三
一
書
房
。「
庭
神
楽
」
の
説
は
宝
暦
六
年
刊
『
清
神
秘
録
』（
続
燕
石
十
種
二
巻
、
所
収
）
よ
り
始
ま
る
。
13
）
荻
田
清
「
歌
舞
伎
の
中
の
「
俄
」
点
描
」『
歌
舞
伎
研
究
と
批
評
』
９
号
、
一
九
九
二
年
六
月
。『
大
坂
神
事
揃
』
は
幕
間
に
も
俄
を
演
じ
た
。
２
）も
参
照
の
こ
と
。
14
）
井
上
隆
明
『
改
訂
増
補
近
世
書
林
板
元
総
覧
』（
日
本
書
誌
学
大
系
76
、
一
九
八
八
、
清
裳
堂
）
に
「
役
者
評
判
記
天
明
合
╱
並
木
正
三
一
代
噺
同
５
合
」。『
三
国
舞
台
鏡
』
に
つ
い
て
は
注
８
）に
同
じ
。
請
求
番
号
「
ロ
11
╱
１
３
４
４
」
15
）
山
本
卓
「
菊
屋
安
兵
衛
の
出
版
動
向
」『
近
世
文
藝
』
71
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
。
16
）
廣
瀬
千
子
・
正
木
ゆ
み
「『
当
世
芝
居
気
質
』
作
者
考
｜
半
井
金
陵
は
並
木
宗
治
な
り
」『
藝
能
史
研
究
』
一
七
四
号
、
二
〇
〇
六
年
七
月
。
17
）
本
読
み
と
は
、
𥡴
古
に
入
る
前
に
、
頭
取
部
屋
で
狂
言
作
者
が
役
者
た
ち
に
台
本
を
読
ん
で
聞
か
せ
る
こ
と
を
い
う
。
寛
政
一
三
年
刊
『
戯
場
楽
屋
図
会
』
上
巻
、
享
和
三
年
刊
『
同
拾
遺
』
上
下
に
詳
し
い
。
18
）
「
奈
河
亀
輔
」（
服
部
幸
雄
執
筆
、
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
、
岩
波
書
店
）。
な
お
、『
攝
陽
奇
観
』
巻
三
十
八
の
記
事
は
、
次
の
よ
う
に
続
く
。
因
云
。
本
よ
み
会
の
権
輿
は
宝
暦
十
二
年
午
之
春
、
東
武
の
作
者
堀
越
菜
陽
、
浅
草
の
寺
内
ニ
於
て
興
行
ス
。
其
後
、
明
和
四
年
亥
ノ
秋
、
深
川
汐
浜
ニ
て
興
行
。
大
坂
に
て
は
天
明
の
初
メ
、
奈
河
亀
介
、
か
ぶ
き
講
釈
と
名
付
て
本
よ
み
を
な
す
。
本
読
会
は
江
戸
の
興
行
が
早
い
。
正
三
の
十
三
回
忌
追
善
本
読
会
も
亀
輔
の
「
か
ぶ
き
講
釈
」
か
ら
発
案
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
19
）
「
竹
本
三
郎
兵
衛
」（
大
橋
正
叔
執
筆
、
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
、
岩
波
書
店
）。
20
）
『
役
者
時
習
講
』
は
、
絵
図
部
分
が
再
編
さ
れ
、
寛
政
一
二
年
に
『
増
補
戯
場
一
覧
』
と
し
て
刊
行
。
茶
屋
名
が
載
る
「
道
堀
芝
居
側
略
図
」「
桟
敷
釣
提
灯
之
図
」
は
『
役
者
時
習
講
』
か
ら
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
従
来
こ
の
図
は
『
増
補
戯
場
一
覧
』
所
収
と
さ
れ
て
来
た
が
、
佐
藤
知
乃
「
役
者
評
判
記
『
役
者
時
習
講
』
の
諸
本
」（『
近
世
中
期
歌
舞
伎
の
諸
相
』
所
収
、
二
〇
一
三
、
和
泉
書
院
）
の
精
緻
な
書
誌
調
査
に
よ
っ
て
、
再
編
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
よ
っ
て
こ
の
絵
図
は
、
寛
政
七
年
当
時
の
も
の
と
み
な
す
の
が
妥
当
で
あ
る
。
21
）
中
村
幸
彦
「
宝
暦
明
和
の
大
阪
騒
壇
｜
『
列
仙
伝
』
の
人
々
」『
近
世
作
家
研
究
』
一
九
六
一
、
三
一
書
房
。
の
ち
中
村
幸
彦
著
述
集
第
六
巻
、
所
収
。
22
）
井
口
洋
「
道
堀
の
作
者
た
ち
｜
『
穴
意
探
』
を
め
ぐ
っ
て
｜
」
「
翻
刻
・
穴
意
探
」、
大
谷
篤
蔵
編
『
近
世
大
阪
藝
文
談
叢
』
所
収
、
一
九
七
三
、
中
尾
松
泉
堂
。
こ
こ
に
富
山
足
と
と
も
に
、
近
松
東
南
の
名
前
が
み
え
る
資
料
と
し
て
、「
並
木
正
三
述
作
之
狂
言
追
善
本
之
読
」
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
23
）
前
出
の
追
善
浄
瑠
璃
『
南
無
三
宝
正
参
追
善
╱
極
楽
往
来
蓮
奇
初
（ママ）
』
の
正
本
（
松
竹
大
谷
図
書
館
蔵
）
に
「
委
し
い
事
は
筑
後
の
芝
居
で
、
東
南
と
麦
鱗
が
書
て
置
た
穴
探
に
（ママ）
有
通
り
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
正
本
は
井
口
論
文
以
後
に
神
津
武
男
氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
24
）
22
）参
照
。
25
）
寛
保
二
年
春
刊
（
一
七
四
二
）『
壽とう
陽よう
栄えい
華が
』（
洒
落
本
大
成
第
一
巻
、
所
収
）、『
役
者
時
習
講
』
両
書
と
も
に
、
そ
の
名
が
見
え
る
の
で
長
く
続
い
た
茶
屋
で
あ
ろ
う
。
蛇
足
な
が
ら
、『
享
保
╱
以
後
大
坂
出
版
85 狂言作者並木正三伝の周辺
書
籍
目
録
』
の
「
絶
版
書
目
」
に
「
寛
保
二
年
五
月
、
崎
陽
栄
華
（
下
略
）」
と
あ
る
に
よ
っ
て
、
一
部
に
は
「
壽
陽
」
を
「
崎
陽
」
と
誤
ま
る
よ
う
で
あ
る
。「
壽
」
は
「
島
」
と
同
字
で
読
み
は
「
ト
ウ
」。
し
た
が
っ
て
「
壽
陽
」
は
島
之
内
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
も
「
崎
陽
栄
華
」
と
す
る
の
で
、
あ
え
て
注
意
を
促
す
。
26
）
宝
暦
七
年
二
月
一
日
『
姫
小
松
子
日
の
遊
』、
九
月
晦
日
『
薩
摩
歌
妓
鑑
』、
一
二
月
一
五
日
『
昔
男
春
日
野
小
町
』、
同
八
年
三
月
一
三
日
『
敵
討
崇
禅
寺
馬
場
』、
五
月
一
五
日
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』、
八
月
朔
日
『
蛭
小
島
武
勇
問
答
』、
同
九
年
二
月
朔
日
『
日
高
川
入
相
花
王
』
に
出
勤
。
以
上
『
義
太
夫
年
表
近
世
篇
』
に
よ
る
。
27
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
請
求
番
号
「
851
｜
109
」
28
）
高
田
衛
『
完
本
上
田
秋
成
年
譜
考
説
』「
明
和
八
年
」「
十
一
月
、
『
風
月
外
伝
』（
菊
社
波
高
著
）
の
跋
を
執
筆
し
た
か
。」
と
あ
り
、
秋
成
の
跋
が
全
文
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
文
中
「
後
の
ふ
み
に
は
必
あ
け
つ
ら
う
」
は
「
あ
け
つ
へ
う
」、「
道
の
残
す
へ
う
も
あ
ら
ぬ
に
」
は
「
あ
ら
ぬ
は
」
と
訂
正
す
る
。
29
）
安
永
四
年
六
月
刊
『
古
今
俄
選
』。
12
）参
照
。
30
）
安
永
二
年
刊
『
浪
華
今
八
卦
』「
桔
卦
」（
洒
落
本
大
成
第
六
巻
、
所
収
）
に
は
「
一
能
あ
る
も
の
は
用
ら
れ
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
足
を
能
巻
も
の
は
則
巻
（
マ
マ
）
足
と
、
時
の
帝
よ
り
官
名
を
給
ひ
、
是
一
ツ
の
株
を
得
る
」
と
あ
る
。「
時
の
帝
」
と
は
大
袈
裟
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
や
ん
ご
と
な
き
際
よ
り
賜
っ
た
話
と
し
て
伝
説
化
し
た
よ
う
で
あ
る
。
31
）
中
村
幸
彦
「
幕
末
大
坂
俄
資
料
解
題
」
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
、
第
八
巻
「
寄
席
・
見
世
物
」
所
収
、
一
九
七
六
、
三
一
書
房
。
付
記
井
口
洋
氏
に
は
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
「
雷
子
改
足
改
名
祝
賀
句
集
」
の
存
在
を
御
教
示
戴
き
、
野
澤
真
樹
氏
の
助
力
を
得
た
。
小
稿
の
一
部
は
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
三
日
、
京
都
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
に
お
け
る
京
都
近
世
小
説
研
究
会
で
発
表
し
、
当
日
は
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
。
あ
わ
せ
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
86
